









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































全島 34 22 16 25 1 185 283























































































































あ と が き
　古い歴史をもつ真野町の豊かな文化遺産を永く後世に伝え、保存してゆ
くことが、私たちに与えられた使命である。
　真野町文化財保護審議会は、これらの文化遺産を町民のみなさんに知つ
ていただくため「真野町の文化財」の発行を行つております。
　御承知のとおり、佐渡には数多い能舞台が残されており、能が盛んに演
じられております。特に真野町には、全国的にも貴重な鷺流狂言が伝えら
れ、演じられております。また、能舞台も数多く残されております。
　第2集では、町内に残る能舞台を取りあげることになりました。今回は
能舞台だけですが、今後、能楽の系統、歴史等についても研究する必要が
ありますo
　真野町には、数多くの文化財があり、これらの文化財を全町民の一人一・
人が、小さな力を出しあつて保護し、保存し、すばらしい町、史跡の町と
しての誇りを持つていただくためにも、本書を活用していただければ幸甚
に存じます。
　また、本書の発刊に際し、御多忙にもかかわらず、能舞台の解説と御指
導をいただきました若井三郎先生と神蔵武志先生の御労苦に対し甚深の意
を表します。
昭和56年3月
真野町文化財保護審議会
一31一
真野町の文化財
　　　　　皿
　　能　　舞　　台
帯＊兼兼兼兼＊兼兼兼兼兼帯兼兼㈱帯帯兼兼端
　発行日　昭和56年3月30　日
　編集真野町文化財保護審議会
　発行真野町教育委員会　　　　　　　新潟県佐渡郡真野町吉岡
　印　刷　真野町大字金丸　後藤タイプ印刷
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　このマークは、文化財愛護シンボルマークである。
このマークは、昭和41年5月、文化財保護委員会が文化
財愛護運動を推し進めるための旗じるしとして、全国から
公募した図案の中から選んだものである。
　ひろげた両手のひらのパターンによって、日本建築の重
要な要素である斗棋（ますぐみ）のイメージを表わし、こ
れを三っ重ねることにより、文化財という民族の遺産を過
去、現在、未来にわたり、永遠に伝承していくという愛護
精神を象徴したものである。
